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主な記事 Contents

　開会日、議長に内田博長議員、副議長に広谷直樹議員が新たに選出され、続いて、
議会運営委員会委員の選任、各常任委員会委員の所属変更等がありました。
　平井知事から総額80億7千万円余の令和３年度鳥取県一般会計補正予算（第２
号）などが提案されました。
　代表質問は鳥取県議会自由民主党の所属議員、一般質問には22名の議員が登
壇。県政の諸課題について知事らと活発な議論を展開しました。

【議員提出議案】　
◎意見書２件【可決】

【請願・陳情】　不採択４件

 議決の状況 
【知事提出議案】
◎予算議案（２件）【可決】　◎条例議案（８件）【可決】
◎人事議案（７件）【同意】　◎その他の議案（４件）【可決】

★議員別の賛否の状況は10,11ページでご覧いただけます。

　新型コロナウイルス感染症対策を早急に実施するために臨時会を開催し、知事から、総額48億1千万円
余の令和３年度鳥取県一般会計補正予算（第１号）が提出されました。

【知事提出議案】　◎予算議案（１件) 【可決】

５月臨時会の概要    （5月24日）

６月定例会の概要    （6月14日～ 7月5日）
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代
表
質
問

新
体
制
ス
タ
ー
ト

一
般
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
本
県

に
お
い
て
は
、
早
期
検
査
・
早

期
入
院
・
早
期
治
療
の
徹
底
に

よ
り
、
比
較
的
少
な
い
感
染
者

数
に
踏
み
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

　

た
だ
、
産
業
雇
用
、
県
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響

　

本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
急

激
に
進
む
人
口
減
少
や
加
速
化

す
る
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
の

不
足
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向

け
た
取
組
な
ど
克
服
す
べ
き
課

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
支
援
策
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
感
染
防
止
対
策
に
市
町

村
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
疲

弊
し
て
い
る
社
会
・
地
域
経
済

を
立
て
直
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。 

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
生
じ
て
い
る
大
都
市

圏
か
ら
地
方
へ
の
新
た
な
人
の

流
れ
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
潮

流
を
前
向
き
に
変
革
期
と
と
ら

え
、
将
来
を
見
据
え
た
鳥
取
県

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
の
中
で
、我
々

県
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果

た
し
、
政
策
立
案
能
力
を
上
げ

て
、
県
民
の
皆
様
の
期
待
に
誠

心
誠
意
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

微
力
で
す
が
、
議
長
を
し
っ
か

り
と
補
佐
し
、
県
議
会
が
公
平
・

公
正
で
、
か
つ
円
滑
に
運
営
で
き

る
よ
う
に
最
大
限
努
力
す
る
と
と

も
に
、
県
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
、
活
力
に
あ
ふ
れ
議
員

第87代
鳥取県議会議長

内
うち

田
だ

　博
ひろ

長
みち

第81代
鳥取県議会副議長

広
ひろ

谷
たに

　直
なお

樹
き

  

新
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

  

新
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

新体制での鳥取県議会がスタート！新体制での鳥取県議会がスタート！

 議会運営委員会　（定数11人）

　議会を公正かつ円滑に運営するため、定例会の会期や議事日程など、議会の運営に関する事項などを
協議します。
◎野坂　道明（米子市・自民） ○伊藤　　保（東伯郡・民主） 尾崎　　薫（鳥取市・民主） 興治　英夫（倉吉市・民主）
　福田　俊史（八頭郡・自民） 　藤縄　喜和（鳥取市・自民） 浜崎　晋一（鳥取市・自民） 浜田　一哉（境港市・自民）
　澤　　紀男（米子市・公明） 　内田　隆嗣（米子市・自民） 島谷　龍司（鳥取市・自民）

各委員会の紹介各委員会の紹介

（◎：委員長、○：副委員長）

令和３年７月２日現在

 議会改革推進会議
　議会の在り方及び当面の諸課題について協議又は調整を行います。
◎内田　博長（日野郡・自民） 広谷　直樹（岩美郡・自民） 市谷　知子（鳥取市・無所属） 西村　弥子（米子市・民主）
　尾崎　　薫（鳥取市・民主） 川部　　洋（倉吉市・自民） 浜田　一哉（境港市・自民） 銀杏　泰利（鳥取市・公明）

（◎：座長）

の
未
来
を
創
造
し
て
い
く
こ
と

が
我
々
の
責
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
と
し
て
、
政
策
立
案
・
監

視
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
や
、

多
様
な
意
見
の
県
政
へ
の
反
映

な
ど
、
議
会
改
革
に
継
続
的
か

つ
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
本
議
会
が
県
民
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
、
遺
憾
な
く

そ
の
使
命
を
達
成
で
き
る
よ
う

最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
心
よ

り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
存
分
に
力
を
発
揮

で
き
る
議
会
の
実
現
を
目
指
し
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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 常任委員会　
　議会に提案された議案等を専門的、能率的に審査及び調査します。

総務教育常任委員会 （定数９人）

主に令和新時代創造本部、総務部、会計管理局、教育委員会、
監査委員及び人事委員会に関する事項並びに他の常任委員会
の所管に属さない事項について審査、調査します。

農林水産商工常任委員会 （定数９人）

主に商工労働部、農林水産部、企業局及び労働委員会に関す
る事項について審査、調査します。

福祉生活病院常任委員会 （定数９人）

主に福祉保健部、子育て・人財局、生活環境部及び病院局に
関する事項について審査、調査します。

地域づくり県土警察常任委員会 （定数８人）

主に交流人口拡大本部、危機管理局、地域づくり推進部、県
土整備部及び警察本部に関する事項について審査、調査しま
す。

◎興治　英夫（倉吉市・民主） ○中島　規夫（鳥取市・自民） 　　（正副議長、監査委員を除く全議員）

 決算審査特別委員会　（定数32人）

藤井 一博
（東伯郡・自民）

委員長 副委員長

語堂 正範
（東伯郡・自民）

森　雅幹
（米子市・民主）

西川 憲雄
（八頭郡・自民）

常田 賢二
（鳥取市・自民）

澤　紀男
（米子市・公明）

浜崎 晋一
（鳥取市・自民）

興治 英夫
（倉吉市・民主）

福浜 隆宏
（鳥取市・無所属）

松田　正
（米子市・自民）

委員長 副委員長

西村 弥子
（米子市・民主）

山口 雅志
（鳥取市・自民）

福田 俊史
（八頭郡・自民）

由田　隆
（倉吉市・無所属）

斉木 正一
（米子市・自民）

中島 規夫
（鳥取市・自民）

浜田 妙子
（米子市・民主）

山川 智帆
（米子市・無所属）

尾崎　薫
（鳥取市・民主）

委員長 副委員長

鹿島　功
（西伯郡・自民）

藤縄 喜和
（鳥取市・自民）

福間 裕隆
（西伯郡・民主）

濵辺 義孝
（鳥取市・公明）

野坂 道明
（米子市・自民）

内田 博長
（日野郡・自民）

浜田 一哉
（境港市・自民）

市谷 知子
（鳥取市・無所属）

川部　洋
（倉吉市・自民）

委員長 副委員長

安田　由毅
（境港市・自民）

伊藤　保
（東伯郡・民主）

銀杏 泰利
（鳥取市・公明）

広谷 直樹
（岩美郡・自民）

島谷 龍司
（鳥取市・自民）

内田 隆嗣
（米子市・自民）

坂野経三郎
（鳥取市・民主）

総務教育
分科会

◇浜田　一哉　坂野経三郎　山川　智帆
　山口　雅志　伊藤　　保　内田　隆嗣

福祉生活
分科会

◇銀杏　泰利　福浜　隆宏　語堂　正範
　西村　弥子　川部　　洋　松田　　正
　野坂　道明

地域づくり県
土警察分科会

◇常田　賢二　尾崎　　薫　濵辺　義孝
　興治　英夫　斉木　正一　浜崎　晋一

農林水産
商工分科会

◇鹿島　　功　市谷　知子　安田　由毅
　浜田　妙子　西川　憲雄　澤　　紀男
　島谷　龍司

公営企業
分科会

◇森　　雅幹　由田　　隆　藤井　一博
　中島　規夫　藤縄　喜和　福間　裕隆

（◇：主査）

 広報委員会　（定数６人）

　県議会だよりの企画、編集及び校正について協議、調整を行います。

　一般会計、特別会計等の決算及び財政的援助団体の経営状況について審査します。

◎広谷　直樹（岩美郡・自民） 坂野経三郎（鳥取市・民主） 福浜　隆宏（鳥取市・無所属）
　語堂　正範（東伯郡・自民） 鹿島　　功（西伯郡・自民） 山口　雅志（鳥取市・自民）

（◎：委員長）

※新型コロナウイルス感染症対策本部事務局に関する事項は、それぞれの委員会で所管しています。

（◎：委員長、○：副委員長）
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新
た
な
地
方
創
生
の
礎
づ
く
り

問
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
県
政

運
営
も
任
期
の
折
り
返
し
点
だ
が
、
知

事
の
選
挙
公
約
の
達
成
状
況
を
伺
う
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
新
た
な
地
方

創
生
の
礎
づ
く
り
も
必
要
だ
が
、
任
期

後
半
の
県
政
運
営
に
ど
う
臨
む
の
か
。

答
公
約
は
９
割
近
く
達
成
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
国
際
・
観
光
な
ど
は

目
標
を
置
き
直
す
必
要
が
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
地
方
分
散
型
が
見
直
さ
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
観
点
で
政
策
の
立
て
直

し
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
中
で
、
進

化
し
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
と
闘
い
、
県

民
の
命
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
の
か
。

答
早
期
検
査
・
早
期
入
院
・
早
期
治

選
挙
区　
米
子
市

松
田
　
正 
議
員

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

定
に
向
け
た
取
組
な
ど
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
活
用
し
た
鳥
取
発
の
施
策
展
開
に
向

け
た
専
門
部
署
を
設
け
る
べ
き
。

答
安
全
対
策
も
含
め
た
総
合
統
括
的

な
課
内
の
推
進
チ
ー
ム
な
ど
、
組
織
対

応
を
検
討
し
た
い
。

問
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
国
際
交
流
の
方

向
性
と
し
て
、
台
湾
と
の
関
係
を
強
化

す
る
よ
う
展
開
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
コ
ロ
ナ
後
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の

御
縁
を
続
け
て
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
か
ら

い
ず
れ
は
定
期
航
空
路
開
設
も
目
標
と

す
る
な
ど
、
台
湾
を
今
後
の
核
と
し
て

交
流
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
政
府
に
お
い
て
子
ど
も
庁
創
設
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
子
育
て

王
国
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
期
待
を
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

答
施
策
や
人
材
の
一
元
化
に
よ
り
、

縦
割
り
を
打
破
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と

比
べ
て
も
平
均
的
な
子
育
て
施
策
が
成

立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
議
論
は

大
い
に
歓
迎
し
た
い
。

問
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
続
く
中
、
今

後
、
県
産
木
材
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、
大
断
面
集
成
材
（
※
２
）

等
の
生
産
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

答
山
側
に
と
っ
て
供
給
を
増
や
す
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
国
の
森

林
・
林
業
基
本
計
画
を
横
に
ら
み
し
な

が
ら
、
戦
略
を
練
っ
た
上
で
今
後
の
事

業
展
開
の
応
援
を
し
て
い
き
た
い
。

問
県
東
部
に
あ
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
施
設
「
ノ
バ
リ
ア
」
の
サ
テ
ラ

イ
ト
機
能
の
中
西
部
へ
の
横
展
開
な

ど
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
が
全
県
的
に

根
付
く
よ
う
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
人
材
育
成
が
重
要
。
現
在
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
ガ
イ
ド
人
材
が

二
百
人
お
り
、
更
に
認
定
コ
ー
チ
を

四
五
〇
人
つ
く
る
な
ど
の
運
動
を
進
め

て
い
る
。
中
西
部
で
も
サ
テ
ラ
イ
ト
を

つ
く
り
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
米
子
市
淀
江
の
宇
田
川
な
ど
県
管

理
の
二
級
河
川
で
は
、
整
備
計
画
に
つ

い
て
地
元
の
理
解
が
あ
ま
り
進
ん
で
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
流
域

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

答
宇
田
川
は
度
重
ね
て
被
災
し
て
お

り
、
平
成
23
年
に
は
輪
中
堤
（
※
３
）
を

地
元
と
協
議
し
た
が
反
対
も
多
く
凍
結

し
た
。
こ
の
機
会
に
丁
寧
な
話
し
合
い

を
し
な
が
ら
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

療
と
い
う
鳥
取
方
式
の
徹
底
が
第
三
・

四
波
に
有
効
だ
っ
た
の
で
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
分
科
会
で
も
必
要

性
を
申
し
上
げ
た
い
。
鳥
取
方
式
と
科

学
的
手
法
も
駆
使
し
デ
ル
タ
株
に
備
え

た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
緊

急
事
態
条
項
の
追
加
な
ど
の
議
論
が
あ

る
が
、
緊
急
事
態
対
応
の
た
め
の
憲
法

改
正
に
つ
い
て
知
事
の
認
識
を
伺
う
。

答
諸
外
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
が
非

常
事
態
の
法
制
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
お
り
、
憲
法
に
お
け
る
基
本
的

人
権
の
調
整
規
定
の
必
要
性
は
議
論
に

値
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

（
※
１
）
の
指
定
に
向
け
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答
例
え
ば
60
キ
ロ
毎
の
宿
の
整
備
な

ど
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

地
元
と
し
て
体
制
を
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
ず
は
運
動
を
起
こ
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
指

今
後
の
国
際
交
流
の
方
向
性

子
ど
も
庁
創
設
へ
の
期
待

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

流
域
治
水
の
推
進

憲
法
改
正
へ
の
認
識

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

（※１）ナショナルサイクルルート：国が指定する一定水準を満たしたサイクリングルート。
（※２）大断面集成材：大型木造施設などに用いられる断面の大きな構造用集成材。
（※３）輪中堤（わじゅうてい）：ある特定の区域を洪水の氾濫から守るために、その周囲を囲むようにつくられた堤防。
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一般
質問

　６月定例会では、22人の議員が一般
質問を行いました。
　本紙では、各議員の質問の中から、
質問と答弁の要旨を掲載します。
　なお、議事録の全文は、県議会ホー
ムページからご覧になれます。
※�掲載に時間がかかる場合があります。

答弁者説明 
答弁者は、記載のないものは知事
（各部局長の答弁も含む）。教育長、
警察本部長は知事の部局ではない
ため、別に表記した。

会派正式名称 
【自由民主党】鳥取県議会自由民主党
【会 派 民 主】会派民主
【公　明　党】公明党鳥取県議会議員団

問 地域づくりと一体となっ
た工芸・アート村推進事業の
取組による文化芸術と地域活
性化の融合について知事の所
見を伺う。
答 工芸・アート村は地域に根
差したアートの姿を目指した
アーティストリゾートの延長で
地域間交流を絡めながらまち
づくりに影響させようとする
ものであり、鳥取市西郷地区
での成功例を他にも発展させ
るために推進事業として取り
組んでいる。地域活性化と繋
がりながらこの活動を慕って
来る移住者も現れ、一つの動
きになっている。

問 ①通勤多い都市部での自
転車通行帯の整備を。自転車
に切り替えることによるCO2
削減量を、杉の木の吸収量に
置き換え画面で森が作れるア
プリ開発を②不登校特例校を
夜間中学と同等に捉え、不登
校対策で実績ある私学とも連
携して設置の検討を。
答 ①自転車通行帯整備に賛
同。ただ関係者が絡むので丁
寧に調整を進める。アプリは
自転車以外にも拡大し当初予
算に向け検討②色んな教育機
会があって良い。受け皿は必
ずしも十分ではない。関係者
と相談させていただきたい。

問 ①どのようにスマート農
業を推進していくのか②学
校と農業団体と連携し食農教
育を今以上に推進しては③木
育活動拠点はなくてはならな
い。施設確保をどのように推
進するのか。
答 ①社会実装の実証事業を
展開し、意欲的に関心のある
方が挑戦するよう事業拡大を
求める②(教育長)今後も農業
団体と一緒に考えながら、連
続性が図れるように取り組ん
でいく③東部と西部にはある
ので、中部を視点に置き、木
育サポート団体と協力しなが
ら一層進めていく。

議員

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

福浜　隆宏

①自転車タウン構想
②不登校特例校

議員

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

島谷　龍司

文化芸術の振興と地
域の活性化について

議員

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

語堂　正範

①スマート農業の推進
②食農教育③木育

問 ①生活困窮者が生活保護
にならないよう、積極的に職
業訓練などで受け入れ、就職
の道を開くべき②収入保険、
公明党提案の制度で収入全体
の減少に補償を進めるべき③
原木生産量50万㎥という高
い目標でスタート。積極的に
事業展開せよ。
答 ①就職あっせんや職業技
能を磨くオンライン講座を９
月から開く方向②農業者収入
保険を活用した特別の制度を
作った③皆伐再造林がポイン
トになる。消費の拡大、省エ
ネ住宅化を進めるなど木材の
利用を図る。

議員

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

銀杏　泰利

①生活困窮者支援
②収入保険③林業対策
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問①城跡整備を行う市に対す
る支援に加えて、久松山を考
える会や鳥取YEG（※１）の
ような市民の機運醸成にバッ
クアップしては②県のデータ
心臓部である議会棟別館１階
のデータセンターを水害から
守る対策をすべきだ③公と私
立が力を合わせ公私協働の不
登校特例校を作っては。
答 ①県の事業の中で応援す
る②1000年に一度の水害に
備え、防水壁で対応を検討中
③（教育長）夜間中学に特
例校を位置づける可能性も含
め、市町村や私立と意見交換
していく。

問 ①施設配置の最適化の観
点から県営東山水泳場と市営
皆生市民プールについて統合
も含め検討課題だと思うが所
見を伺う②公共施設の予約シ
ステムについて共同でインフ
ラが出来てもソフトが伴わな
ければ仏作って魂入れずとな
るが所見を伺う。
答 ①他の施設も含め市と県
で共同化をしたりソフト面も
あることから協議の場を市側
に申し入れをしたい②特に都
市部の公共施設は広く県民が
使う施設でもあり共同運用に
ついて市の方に重ねて呼びか
けて参りたい。

問「アートピアとっとり」
のモデルとして「鳥の劇場」
は、演劇創作を中心に国内外
の優れた舞台作品の上演や演
劇の力を使って地域の人材育
成、地域づくり、障がいのあ
る人とない人がともに舞台を
つくり上げるなど様々な活動
をしている。今後の支援、鳥
取県文化振興財団との連携に
ついて知事に伺う。
答 鳥 の 劇 場 の 活 動 は ア ー
ティストリゾート構想の第一
号。クリエイティブ、創ると
いうことについて文化振興財
団との提携は必要、しっかり
と支援する。

問 教育機会確保法で学校復
帰を前提としない多様な学び
の場も認められたはずだが、
県内のオルタナティブスクー
ル（※４）の生徒が出席扱い
になっていないのは、県教委
が多様な学びの場について間
違った理解をしていて、市町
村教委や学校もそれに倣って
いるからではないか？
答 (教育長)子どもたちの自主
性や主体性を尊重し、居場所
がそこにあるという点では決
して否定するものではない。

「一定の学び」という文科省
の通知をくみ取り、対応して
いる。

問 政府はＤＸ（※２）やテ
レワーク等、地方創生の新た
な取組を推進しているが、人
口の地方分散の兆しが生まれ
始め、過密から過疎への意識
が高まっている。アフターコ
ロナを見据えた本県の地方創
生戦略と産業戦略は？
答 ＤＸは地方における重要
なポイントであり、行政はも
とより産業レベル、民間レベ
ルでも働き方改革や生産性向
上、販路拡大につながってい
る。パラダイムシフト（※３）
は八頭郡など県内に目が向く
好機であり、これを機に挑戦
を強めていきたいと思う。

問 ①コロナ禍で生活苦に
陥った人の就労支援に県の関
りを強めるべきだ。生活保護
については、自動車の保有・
使用の要件緩和を図るべき②
洪水被害を防ぐために、河川
の河床掘削、樹木伐開や、粘
り強い堤防の整備を、一層迅
速に進めるべきだ。
答 ①就労支援等を強化するた
め、県立ハローワークなども
関わった協議体を考える。自
動車保有の弾力化等の制度運
用を国に要望する②国府川の
米積、小鴨川の大鳥居、北谷
川の三江など、早期整備に予
算確保したい。

（※１）鳥取ＹＥＧ：“鳥取商工会議所青年部”の略。
（※２）ＤＸ：“デジタルトランスフォーメーション”の略。デジタル技術による社会変革。
（※３）パラダイムシフト：その時代や分野において当然のことと考えられていた認識や思想、社会全体の価値観などが革命的に、もしくは劇的に変化すること。
（※４）オルタナティブスクール：フリースクールや無認可校などを含めた学校の総称。

議員

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

川部　洋

教育機会確保法と
多様な学びの場

議員

選挙区  米子市
会　派  公明党

澤　紀男

芸術・文化の振興に
ついて

議員

選挙区  倉吉市
会　派  会派民主

興治　英夫

①コロナ禍の生活支援
②洪水防止の河川整備

議員

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

野坂　道明

公有財産の適正管理
について

議員

選挙区  鳥取市
会　派  会派民主

坂野経三郎

①城跡整備計画②県庁
のBCP③不登校特例校

議員

選挙区  八頭郡
会　派  自由民主党

福田　俊史

アフターコロナにおけ
る本県の地方創生とは
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問 県立米子産業体育館、米
子市民体育館、米子市営武
道館を加えた３施設を統廃合
し、東山公園内に新体育館を
共同整備するにあたり、観客
席がバスケットボールＢ１
リーグの加盟条件である最低
5,000席と比べて少ないと考
えるが、所見を伺う。
答 Ｂ１リーグの場合、パイ
プ椅子や立ち見席も含めて
5,000席のカウントをする。
基本構想はロイヤルシート
等を含めて3,000席規模であ
り、Ｂ１リーグに対しては十
分対応できる。

問 ①日韓暫定水域及び我が
国の排他的経済水域における
漁業秩序の確立を国の責任に
おいて粘り強く訴え続けるべ
き②食育を通じて歴史認識、
領土問題に絡んで、学校現場
で考える機会にしてはどうか
教育長に伺う。
答 ①水産庁が中心となって
交渉すべきと訴えかけてき
た。強力に関係者と粘り強く
国へ要請を行っていく②(教
育長)子どもたちが日本の領
土について正しく学ぶこと
は、極めて重要なことである。
歴史を自分事として捉える取
組を進めていく。

問 島根県と比較すると、電
源三法に基づく交付金は島根
県約1,293億円に対して鳥取
県約47億円。島根県が条例
化している核燃料税は島根県
199億円に対して鳥取県ゼロ
円。リスクに見合うとは思え
ず、見直しが必要では。
答 財政論については議員の
考えと変わらない。条例化は
難しいので便宜上寄付金とし
ているが、周辺に対してより
法的権限のある財源措置が必
要と、中電や国に申し上げて
いく。

議員

選挙区  西伯郡
会　派  自由民主党

鹿島　功

本県水産業の振興と
領土問題教育を問う

議員

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

内田　隆嗣

米子東山新体育館
構想について

議員

選挙区  米子市
会　派  無所属

山川　智帆

島根原発・災害対策
費等の財源

問 早期の開通が待ち望まれ
る南北線だが、計画路線上に
家屋や会社がある方は今後の
生活設計や会社運営もあり、
建設スケジュール、特に買収
時期を心配しているが、知事
の考えを伺う。
答 現在、県が進めている令
和４年度目標の都市計画決定
が少し遅れている。これが決
定されると国の事業化となる
が、早ければ３年で買収とな
る。早期の開通には地域の方

（地権者）のご理解とご協力
を、お願いしたい。

問①コロナ禍医療費減免制度
利用ゼロ。国保料滞納で使わ
せない罰則止めさせよ②島根
原発２号機新規制基準はフィ
ルターベントで放射性物質全
て除けずトリチウムは海に放
出。高レベル放射性廃棄物の
処理場未定。地震M7.5で境
港市82.5%液状化、建物94%
壊れ、屋内退避や避難できる
のか。ハッキリ再稼働ノーを
③人権侵害の校則見直しを。
答 ①市町村の判断②審査を
注視。議会と協議・地元意見
で判断③(教育長)人権侵害は
あってはならず、必要に応じ
て見直す。

問 貸与型の奨学金の返還が、
社会人になって重くのしか
かっている。奨学金返還支援
のほか移住定住促進等の課題
解決となる国の若者定着促進
の特別交付税措置を市町村で
活用すべき。また、返還困難
時の教育現場における相談体
制の状況を問う。
答 当該制度が市町村でも活
用され積極的に加わってい
ただけるよう、周知徹底を図
りたい。(教育長)就学に支障
がないよう相談体制を構築し
たい。県民への情報提供時の
市町村との連携は有効ととら
え、検討を進める。

議員

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

中島　規夫

山陰近畿自動車道南北
線のスケジュールは

議員

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

市谷　知子

コロナ禍の医療費減
免、島根原発、校則

議員

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

濵辺　義孝

奨学金返還支援制度の
活用及び相談体制構築
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問①県立校を含め、避難計画
未作成35校、ハード未対策47
校。どう対策するか②新・福祉
避難所制度で具体的に市町村
をいかに支援するか③県内で
普及を進め、ユニバーサルデ
ザイン備品開発も促進しては。
答 ①(教育長)千年に一度の浸
水想定の意識欠如を反省。計
画に基づき危機感をもって訓
練する②千年に一度の低地洪
水に備え広域避難協議が始
まった。今後注視する③市町
村に注意喚起し防災フェスタ
で展示。産業成長応援制度に

『あいサポート枠』を設け新
商品開発支援もありうる。

問 県立農業大学校内で起き
たパワハラ事件について、学
校側はパワハラ認定の是非も
含め、どのように学校運営の
改善を行ったのか伺う。
答 パワハラについては、謙
虚に事案に向き合い、県総務
部内に第三者的立場でハラス
メント防止委員会をおいて、
継続調査する。関係者からの
聞き取りをしてハラスメント
委員会は７月の早いうちに立
ち上げ、改革の方向性を出し
たい。

問 ①TAC制度（※１）対象
魚種は、10～ 20種が追加検
討されており業界全体に影響
を及ぼす。留保枠を設けるべ
き②「とりふる」のアプリ改
修は県立ハローワークと連携
し、県外に向け発信すべき。
答 ①生態解明も重要。考え
は関係者とも一致しており、
留保枠について国に主張して
いく②県外学生に県産品を送
るなど「とりふる」の登録促
進を図った結果、大きな成果
を得られた。ハローワークに
もアクセスできるようなアプ
リにするなど、幅広い様々な
展開を図っていきたい。

問①私立幼稚園等での事故で
県はどう対応するか？②国が出
す膨大なガイドラインの整理や
研修、私立幼稚園の看護師の
人材的、財政的な支援をしては？
答 ①真相究明、再発防止の
ために必要なら県として検証
する②この事故を機に事故対
策研究会をしたい。看護師は
検討する。
問 ③県警の女性活躍施策
は？④警官武道募集は男性の
みか。
答 (警察本部長)③幹部・職員
意識改革、女性の視点反映、
女性警官採用等に取り組んでい
る④関係機関と協議、検討する。

問 容疑者逮捕後、検察の起
訴率は約４割と低い。不起訴
処分は被害者に大きな落胆を
与える。被害者の思いについ
て問う。
答 (警察本部長)被害者に寄り
添って活動をすべき警察の立
場として思うところが３点。
①広く深く証拠を収集して、
被害者とよく協議する②捜査
の流れを丁寧に説明する③警
察が仮に捜査を終えた後も被
害者の安全を確保する。具体
的には、警戒・パトロール強
化、あるいは加害者に対する
指導・警告により、さらなる
被害防止等の検討が大事。

問 ①「骨太方針」を踏まえ
たコロナ後の重点施策と財
源見通し②障害者差別解消法
改正への対応③人との関わり
で思いやりが子どもたちに根
付く心の教育と教育人材育成
を。
答 ①コロナ禍が「ふるさと」
の価値観裏付けた。税収減を
もちこたえ、子育てしやすさ
や技術生かせるデジタル化な
ど本県なりの成長戦略描く②
配慮義務化はあいサポート運
動で先取的に実践。「人の絆」
支えに加速化③(教育長)「教
育は人」に共感。心に響く言
葉を大事に取り組む。

議員

選挙区  鳥取市
会　派  会派民主

尾崎　薫

幼保の安全管理と
県警の男女共同参画

議員

選挙区  境港市
会　派  自由民主党

浜田　一哉

①水産振興の取組
②就労支援の取組

議員

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

浜崎　晋一

新たな時代に向けた
地方創生を目指して

議員

選挙区  倉吉市
会　派  無所属

由田　隆

県立農業大学校内での
パワハラ問題について

議員

選挙区  米子市
会　派  会派民主

西村　弥子

①学校避難計画②避難所
③UD段ボールベッド

議員

選挙区  米子市
会　派  会派民主

森　雅幹

容疑者の検挙とその後
の被害者支援について

（※１）ＴＡＣ制度（漁獲可能量制度）：魚種ごとに年間の漁獲可能量を定め、水産資源の適切な保存・管理を行う制度。
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とっとり県議会だより

　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会中の付
託案件の審査に加え、閉会中も継続審査や現地調査、出前
県議会、勉強会などの活動を続けています。常任委員会活動

　６月定例会では、本委員会所管の令和３年
度鳥取県一般会計補正予算（第２号）をはじ
め５議案について慎重に審査を行った結果、
いずれも原案のとおり全員一致で可決すべき
ものと決定した。
　また、新たに提出された陳情「ゆたかな学
びの実現・教職員定数改善をはかるための、
2022年度政府予算に係る意見書の採択につ
いて」は、慎重な審査を行った結果、本県で
は小中学校全学年で少人数学級を導入してお
り、国では小学校全学年で35人以下学級とな
るよう義務教育標準法が改正され、中学校の
少人数学級の検討も骨太の方針に盛り込まれ
たことなどから「不採択」と決定した。

総務教育常任委員会

農林水産商工常任委員会

福祉生活病院常任委員会

　６月定例会では、令和３年度鳥取県一般会
計補正予算（第２号）など２議案について慎
重に審査を行い、いずれの議案も妥当なもの
と認め、原案のとおり可決すべきものと決定
した。
　併せて、新たに提出され審査した陳情２件
のうち、「重要土地等調査規制法に反対する意
見書の提出について」は、国家の安全保障は
国の専権事項であるとともに、このたび国会
において可決成立した本件については必要な
法律であると認識していること、一方、安全
保障と基本的人権や私権に対する制約との兼
ね合いに関しては、十分な配慮を講じる旨の
附帯決議がなされていることから、「不採択」
とすることに決定した。

　６月定例会では、本委員会所管の令和３年
度鳥取県一般会計補正予算（第２号）のほか、
知事が認定する民間獣医師による豚熱の発生
を予防するための豚熱予防液の接種に関する
項目が新設され、豚熱予防液の交付に係る手
数料を新たに徴収する「鳥取県手数料徴収条
例の一部を改正する条例」や令和３年度から
地域ため池総合整備事業を実施することに伴
い、市町村の負担金の額を定める「県営土地
改良事業等の施行に伴う市町村負担金につい
ての議決の一部変更について」など３議案に
ついて慎重に審査を行い、いずれの議案も妥
当なものと認め、原案のとおり可決すべきも
のと決定した。

地域づくり県土警察常任委員会

　６月定例会では、本委員会所管の令和３年
度鳥取県一般会計補正予算（第２号）など８
議案について慎重に審査を行った結果、いず
れの議案も妥当と認め、原案のとおり可決す
べきものと決定した。
　また、今回新たに提出された陳情「精神疾
患患者等の新型コロナウイルス感染症受入体
制について」は、慎重に審査を行った結果、
本県では、精神障がい等のある方を含むすべ
ての陽性者が入院し、メディカルチェックを
受けることとしていること、重症度に応じた
入院受入体制が整備されていること、関係機
関が連携して特性に応じた支援を行う体制が
整えられていることから、本県の取組は、お
おむね願意に対応していると考えられるため、

「不採択」と決定した。
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自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属
賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

語
堂　
正
範

常
田　
賢
二

川
部　
　
洋

松
田　
　
正

藤
井　
一
博

鹿
島　
　
功

山
口　
雅
志

安
田　
由
毅

中
島　
規
夫

福
田　
俊
史

藤
縄　
喜
和

斉
木　
正
一

浜
崎　
晋
一

西
川　
憲
雄

浜
田　
一
哉

内
田　
博
長

広
谷　
直
樹

内
田　
隆
嗣

野
坂　
道
明

島
谷　
龍
司

坂
野
経
三
郎

西
村　
弥
子

森　
　
雅
幹

尾
崎　
　
薫

浜
田　
妙
子

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

福
間　
裕
隆

濵
辺　
義
孝

澤　
　
紀
男

銀
杏　
泰
利

山
川　
智
帆

福
浜　
隆
宏

由
田　
　
隆

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

❷ 地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情３年-10 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2022年度政府
予算に係る意見書の採択について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 不採択

陳情３年-12 重要土地等調査規制法に反対する意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 25 9 34 不採択

陳情３年-13 精神疾患患者等の新型コロナウイルス感染症受入体制について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

陳情３年-14 東京オリンピックの中止又は再延期に係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　�賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長。��������
　　　　�※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。

議案等
番号 件　　　名 議決

結果

⑬ 県営土地改良事業等の施行に伴う市町村負担金についての議決の一部変更について 可決

⑭ 特定地域等の振興を促進するための県税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例 可決

⑮ 鳥取県副知事の選任について 同意

⑯ 鳥取県監査委員の選任について 同意

⑰ 鳥取県公安委員会委員の任命について 同意

⑱ 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

⑲ 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

⑳ 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

� 鳥取県収用委員会予備委員の任命について 同意

❶ 風力発電等に係る許認可等手続きにおける地元意見の反映を求める意見書 可決

令和３年５月臨時会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

① 令和３年度鳥取県一般会計補正予算（第１号） 可決
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二
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浜
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崎　
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浜
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伊
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隆
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由
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隆
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知
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議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

❷ 地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情３年-10 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2022年度政府
予算に係る意見書の採択について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 不採択

陳情３年-12 重要土地等調査規制法に反対する意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 25 9 34 不採択

陳情３年-13 精神疾患患者等の新型コロナウイルス感染症受入体制について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

陳情３年-14 東京オリンピックの中止又は再延期に係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　�賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長。��������
　　　　�※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。

令和３年６月定例会付議案等議決結果（賛否が分かれた議案及び否決された議案）

令和３年６月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

議案等
番号 件　　　名 議決

結果

① 令和３年度鳥取県一般会計補正予算（第２号） 可決

② 令和３年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第１号） 可決

③ 鳥取県税条例の一部を改正する条例 可決

④ 鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例 可決

⑤ 鳥取県保護施設及び授産施設に関する条例の一部を改正する条例 可決

⑥ 鳥取県特別医療費助成条例の一部を改正する条例 可決

⑦ 鳥取県福祉のまちづくり条例の一部を改正する条例 可決

⑧ 鳥取県県道の構造の技術的基準等に関する条例の一部を改正する条例 可決

⑨ 鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決

⑩ 財産を無償で貸し付けること（鳥取県教育センター進入路）について 可決

⑪ 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 可決

⑫ 包括外部監査契約の締結について 可決
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期　日 日　　程
９月14日（火）本会議（開会・提案理由説明）
15日（水）常任委員会
16日（木）

本会議（代表質問）
21日（火）
24日（金）

本会議（一般質問・質疑）

27日（月）
29日（水）
30日（木）

10月４日（月）
５日（火）
７日（木）常任委員会
８日（金）特別委員会
11日（月）本会議（採決・閉会）

※ 日程は変更の可能性があります。
※ 午前10時開始の予定です。

県 議 会 か ら の お 知 ら せ

県議会ホームページのご案内県議会ホームページのご案内

県議会議員の政務活動費及び資産等の公開県議会議員の政務活動費及び資産等の公開

●　県議会のしくみや議会日程、議員紹介など様々な最新の情報を掲載しています。

●　本会議、常任委員会、特別委員会などは、インターネットで生中継と録画中継をしています。
　　県議会ホームページの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からご覧ください。

●　また、本会議はケーブルテレビでもご覧いただけます。

●　平成７年５月臨時会以降の県議会本会議の議事録をインターネットから閲覧できます。
　　時期・質問者・答弁者・単語などいろいろな方法で検索ができます。ご利用ください。

　「令和２年度政務活動費収支報告書」及び「令和２年度資産等補充報告書等」の閲覧は次のとおりです。
●　時間　午前８時30分から午後５時15分（閉庁日を除く。）
●　受付　県議会事務局総務課（議会棟本館２階）
　　※政務活動費の収支報告の状況や領収書等は、鳥取県議会ホームページでも公開しています。

鳥取県議会

本会議議事録

鳥取県議会　政務活動費

県議会インターネット放送局

　　県議会インターネット放送局

　　本会議議事録検索

９月定例会の日程案

鳥取県議会

本会議議事録

鳥取県議会　政務活動費

県議会インターネット放送局

　４年間の議員任期の折り返しが過ぎ、議会構成も変
わり広報委員会も新たなメンバーになりました。若年
層にもワクチン接種が広がっていますが、未だに終息
の見通しが立たない状況です。鳥取県議会は、今後も
全力で県民の安心安全そして地域経済を守ります。
 （広報委員長）

あ と が き

スマートフォン
からも
ご覧いただけます。


